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要　旨
本論文では、2002 年以降すなわち、多摩川水系河川整備計画が策定されてから 2007 年まで
の多摩川の河川水質について、河川縦断方向すなわち河口からの距離で解析した結果を報告す
る。解析結果から、特定の地点における特徴的な水質低下の傾向が見いだされたので水質の経
年変化についてまとめるとともに、特定の地点の水質低下の原因について考察する。
はじめに
多摩川は源流を山梨県笠取山とし、途中、秋川や浅川などの支川を合流させ、東京湾羽田沖
に注ぐ流路延長 138 km、流域面積 1240 km2 の一級河川である。山梨県、東京都、神奈川県を
流れ、東京都では 2区・ 24 市町村を流下する。川の長さと面積の上位 3つ多摩川支川は、順に
秋川 169.6 km2 ・ 60.4 km、浅川 154.6 km2 ・ 120.3 km、野川 67.5 km2 ・ 47.1 kmである。現在、
流域に関わる総人口は約 560 万人、流域内に入る流域内人口は 425 万人である。また、多摩川
は東京都の上水の源としても利用されており，東京都の全上水のうち約 7 割が利根川（江戸川
含む）から、約 2割が多摩川から取水されている[1]。
地形的な特徴としては、日本の河川の勾配が急であることが知られているが、中でも多摩川
は信濃川や荒川よりもさらに急な勾配となっている。また、水質の面では、2000 年時点での全
国一級河川のうち、多摩川の水質順位は 82 位であった。現在上水（主に飲料水）のための取水
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は上流域でのみ可能であり、中流
域では下水処理水などの排水流入
などさまざまな水質低下の理由に
より取水が困難な状況である。ま
た、多摩川本流の取水および放水
すなわちインとアウトの水量バラ
ンスが悪く、多摩川からの小作堰，
羽村堰などの 5 ヶ所からの取水量
総量は、多摩地区の流域下水道お
よび多摩地区の市単独処理場から
排出される処理水総量に比べてか
なり高くなっている。これは、多摩川から取った水を別河川（鶴見川）に排出していることも
原因であり、河川全体の水量が少ないことや多摩川中流以降の水源の多くが下水道処理水であ
ることによる環境負荷が懸念されている。
多摩川は「治水」「利水」「環境」のどの分野においても深い歴史と特徴を有し、都民に長年
親しまれてきた川である。上流域には多くの自然公園があり、また中流部の丘陵地などには遊
園地や動物園、ゴルフ場が集中していて、河川敷に展開する広大な緑地・公園・運動場・ゴル
フ場においては、年間の利用者数が 2000 万人にも達する状況にある。しかし、水質ひとつをと
ってもまだまだ課題がたくさんあるといえる。図 2に示すように、高度成長期以降は BOD75%
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図１　多摩川京浜河川事務所管理区間の市町村境
図 2 多摩川本流主要地点での BOD の経年変化（国土交通省関東地方整備局京浜河川事
務所多摩川水系河川整備計画 フォローアップレポート ふれあい点検のHPより引用[1]）
値 *が常に環境基準値を満足できない状況が続き平成 10 年(1998 年)ごろまでの多摩川の水質は
環境基準よりも悪い地点が多かった。その後の下水道の整備、河川管理者による河川浄化施設
の設置などにより、全般的に水質が改善傾向になってきたが、人が川とふれあえるためには良
好な状態とはまだ言えない状況であった。その後｢多摩川らしく美しい心安らかな水系の実現｣
の目標がかかげられ、平成 13 年（2001 年）に多摩川水系河川整備計画が策定されさらに水質
向上の傾向が報告されている。
本研究ではその計画策定のあとの水質変化として、2002 ～ 2007 年までの多摩川の水質を
BOD*（生物化学的酸素要求量）と SS*（浮遊物質量）について河川縦断方向で解析し、多摩川
全体の現状を把握することを目的とした。2002 年より以前については、国土交通省京浜工事事
務所および中央大学などの研究により、水質変動の解析結果が公表されている [例えば 3,4]が、
2002 年以降から最近までの水質データを河川縦断方向にて解析・考察した研究成果がまだほと
んど公表されていない。本邦では 2002 ～ 2007 年までの水質の解析を行い、その結果から依然
水質が低い地点を見出し、その水質を示す背景を考察する。
用語解説
BOD（生物化学的酸素要求量： Biochemical Oxygen Demand） 溶存酸素（DO）が十分ある中
で、水中の有機物が好気性微生物により分解されるときに消費される酸素の量のことで、普通
20 ℃で 5 日間暗所で培養したときの消費量を指す。有機物汚染の指標となるが、微生物によっ
て分解されにくい有機物や、毒物による汚染については適用しない。アンモニアや亜硝酸が含
まれている場合は微生物によって酸化されるので、測定値が高くなる場合がある。BODが高い
と DOが欠乏しやすくなる。河川での BODの環境基準値は「1 mg/l 以下」～「10 mg/l 以下」
に定められており、利用目的の適応性から項目類型 Aについては 2 mg/l、項目類型 Bについて
は 3 mg/l 以下と定められている。
BOD75%値 年間の BOD日間平均値を水質の良いものから並べたときの（n× 0.75）番目の値
（小数点以下切り捨て）であり、BOD及び CODの環境基準の評価に使われる。
SS（浮遊物質量： Suspended Solids） 水中に浮遊又は懸濁している直径 2 mm以下の粒子状物
質のことで、粘土鉱物による微粒子、動植物プランクトンやその死骸、下水、工場排水などに
由来する有機物や金属の沈殿物が含まれる。浮遊物質が多いと透明度などの外観が悪くなるほ
か、魚類のえらのつまりによる死亡、光の透過が妨げられることによる水中の植物の光合成の
低下の原因となる。河川での SSの環境基準値は「25 mg/l 以下」～「100 mg/l 以下」に定めら
れている。
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河川縦断方向の解析
東京都環境局自然環境部水環境課では、水質
汚濁防止法第 16 条の測定計画に基づき、東京都、
国土交通省関東地方整備局､ 八王子市及び町田
市が実施した水質測定結果の速報値をとりまと
め、月に一度の頻度でデータを公開している[5]。
その総計 109 箇所での水質データのうち、本研
究では本流について、昭和橋を最も上流の対象
地点とし、河口から約
90 kmまでの代表的な
地点 14 箇所を採用し
た。さらに本流の水質
に与える支流の影響を
考察するため、表 1 -2
に示すような各支川地
点 10 点の水質につい
ても解析した。いずれ
の支川においても多摩
川本流に合流する前の
最も河口側の地点を採
用し、グラフでは多摩
川本流河口からの距離
で表現した。支流の対
象地点についても図 2
の地図に記号で位置関
係を示した。表 1-1 お
よび 1 - 2 に示すよう
に、今回の対象とした
地点の水質データは、東京都、国土交通省、八王子市の 3 団体によってそれぞれ測定されたも
のである。ただし、ここで公開されている測定データは、測定機関ごとに測定日が異なるので、
データの解釈には、水量や天候などの違いを考慮する必要がある。また、2002 年の 1 ～ 3 月の
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表1-1　本研究で対象とした多摩川本流の採水地点�
昭和橋� A 87 東�京都�
和田橋� B 69 東�京都�
調布橋� C 64 国土�交通省�
羽村堰� D 57 東�京都�
拝島�原�水�補給点� E 52 東�京都�
拝島橋� F 50 国土�交通省�
日野橋� G 44 国土�交通省�
関戸橋� H 38 国土�交通省�
多�摩川原橋� I 31 国土�交通省�
多�摩水道橋� J 25.5 国土�交通省�
第�三京浜多摩川橋� K 17 国土�交通省�
田園調布堰上� L 14 国土�交通省�
六郷橋� M 4 国土�交通省�
大師橋� N 0.7 国土�交通省�
地�点�名� 河口�か�らの�距離�(km) 測定機関�記号�
表1-2　本研究で対象とした多摩川支流の採水地点�
地�点�名� 記号� 支川名� 多�摩�川合流地点�（最�寄下流側�）� 測定機関�
氷川小橋� a 日原川� 昭和橋� 東京都�
多西橋� b 平井川� 拝島原水補給点� 東京都�
東秋川橋� c 秋�川� 拝島橋� 東京都�
下田橋下� d 谷地川� 日野橋� 八王子市�
立川橋� e 残堀川� 日野橋� 東京都�
高幡橋� f 浅�川� 関戸橋� 国土交通省�
玉川橋� j 程�久保川� 関戸橋� 東京都�
報恩橋� g 大栗川� 多摩川原橋� 国土交通省�
天神橋� h 三沢川� 多摩水道橋� 東京都�
兵庫橋� i 野�川� 第三京浜多摩川橋� 国土交通省�
図 3 本研究で対象とした多摩川本流（大文字）および支流河口（小文字）の
採水地点（支流についてはいずれも多摩川合流点前を対象とした）
データは公開されておらず、入手に至らなかったので、2002 年の年平均をとる場合に 4～ 12 月
のデータのみを採用した。表 1-1 と 1-2 に、本研究で採用した採水地点の情報（それぞれの地点
までの河口からの距離、および測定機関）を示した。表においてアルファベット大文字は多摩
川本流の、小文字は支流の採水地点を示す。それぞれの位置関係を図 3の地図上に示した。
水質の現状と考察
多摩川本流における水質の経年変化を BODおよび SSを対象として解析した結果を図 4-1 お
よび 4-2 に示した。各年各月の公表データから平均値を求め、河口からの距離の関数で縦断分
布曲線を作成した。BODの分布曲線から、いずれの年においても顕著に BODが高くなる特定
の地点の存在が明らかとなった。曲線上にピークが確認できるのは、C調布橋、G日野橋、I多
摩川原橋の三個所であった。特に G日野橋と I多摩川原橋では 2002 年から 2007 年までのいず
れの年においても、他の地点と比べて必ず水質が低くなることを示す、顕著なピークが確認で
きる。C調布橋のあと Dおよび Eの地点にかけて、いったん BOD値が下がる（水質が向上して
いる）現象については、羽村取水堰からの放水が堰の通過により浄化されることと、拝島原水
補給点までに比較的水質のよい支川の合流によると考察した（後述の支流 bおよび c点につい
ての BOD値を参照）。図 4-1 における 2006 年の BOD値の全体的な増加については、人口増加
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図 4-1 多摩川本流の BOD(生物化学的酸素要求量)年平均値の縦断分布（縦断分布
曲線の下のアルファベットは表 1-1 に対応する地点を表す）
に起因する部分が大きいと推察した。多摩川流域が含まれる市区町村の人口総数は、昭和 50 年
まで急増し、高度成長期が終わった昭和 50 年代以降は穏やかな伸びが続いていた。しかし
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図 4-2 多摩川本流の SS(浮遊物質量）年平均値の縦断分布
（縦断分布曲線の下のアルファベットは表 1-1 に対応する地点を表す）
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図 5-1 多摩川各支流の BOD年平均値の縦断分布
（各測定値の下のアルファベットは表 1-2 に対応する）
2001 年 3 月から 2007 年 3 月までの 6年間についてみると、多摩川の流域の人口増加率は約 7％
のゆるやかな伸びであったのに対し、2006 年度（2006 年 4 月から 2007 年 3 月まで）の 1 年間
についてみると、人口増加の伸びが比較的大きいことがわかっている。さらにここ 1，2 年間の
多摩川水系の直轄管理区間における河川敷等施設設備の利用者数の増加も 1607 万人と著しく、
2003 年度（2003 年 4 月から 2004 年 3 月）と比較して、約 270 万人の増となっていることの影
響も考えられる。
図 4-2 に示す本流の SS値の河川縦断解析結果については、2007 年度を除き大まかに河口から
の距離方向の BOD値の変化に追随しており、C調布橋、G日野橋および I多摩川原橋あたりで
高い値を示す傾向が見られている。2007 年の調布橋の SSの値が突出しているのは、測定日直
前に台風が通過した月が 2 回あっため濁流混入の影響をうけ、年平均値を押し上げた結果とな
っている。
BOD値、SS値ともに、2003 年以降ほぼ徐々に数値が低下すなわち水質が向上している傾向
が見られている。しかしいずれの年においても E拝島原水補給点あたりから急激な数値上昇が
見られ、汚濁支川及び生活排水等による影響がでているものと考えられる。I多摩川原橋につい
ては、日平均の河川流量に占める下水処理水の割合が最も高い地点であり、下水処理場放流水
の影響が否定できない[7,8]。放流水は下水処理場にて浄化処理がなされたとはいえ、放流水の
水質は完全ではなく、高いアンモニアおよび塩素の濃度による、BODへの影響が出ていること
がわかっている。また下水処理場放流水中の塩素濃度が高くなると、硝化細菌が死滅すること、
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図 5-2 多摩川各支流の SS年平均値の縦断分布
（各測定値の下のアルファベットは表 1-2 に対応する）
また難分解性の有機化合物が発生する可能性があることもわかっており[8,9]、さらなる下水処
理場での高度化処理の比率向上が望まれる。
次に支流からの影響の有無について考察するために図 5-1 と 5-2 に示す各支流の本流との合流
地点前の本流との位置と BOD値および SS値の関係を作成した。多摩川上流に注ぎ込む a日原
川、b平井川、c秋川はそれぞれ河口地点であっても BOD値、SS値ともに十分に環境基準を満
たしており、水質に問題はないことがわかる。しかし、d谷地川、e浅掘川あたりの中流域に注
ぐ支流から、BOD値、SS値ともに増加し、支流自身が汚れていることがわかる。d谷地川、e
浅堀川などは BOD値が 2～ 5 程度の値を示し、本流の値と同じか、あるいは高いことから、支
流が本流を汚している可能性が高い。本流よりも常に高い BOD値を示す傾向にある支流は、下
流域に流れ込む h三沢川と i野川であることがわかった。これらの支流については、洪水防止の
ための護岸整備のために水質の低下がおきている可能性が高く、コンクリートで固められた川
底による河川の自浄機能の低下が考えられる。
また、各支流においては、水質低下を招くような事故も多々あり、マンション施工業者や土
木工事業者による汚泥、セメント排水の流出、油の流出、着色水の流出、などが報告され、不
慮の事故だけではなく意図的に汚染された事故例も多々発生している[1]。国土交通省関東地方
整備局等などにより、活性炭吸着などによる汚染物質の除去など、各事故への対策がなされて
いるものの、根本的な解決には至っていない。
また、多摩川にそそぐ支流のひとつである、h三沢川はかつて農村部を流れ梨園や水田を潤
す豊かな小川であった。しかし高度成長期を機に、生糸染色排水、生活雑排水の混入によりド
ブ川化し、多摩ニュータウンの開発による土木工事排水の流入も加わるなど著しく汚染された
経歴をもつ。支流ひとつひとつの水質向上が多摩川本流の水質向上には不可欠な課題である。
まとめ
多摩川水系河川整備計画が策定されたのは、平成 13 年（2001 年）であり、その後の改善に
ついての傾向はみられているが、まだまだ水質の向上が望まれる。とくに中流域以降の水質低
下は十分に改善されているとはいいがたく、種々の影響が考えられる。本研究を通じて、特定
の地点で多摩川の水質が向上しにくい原因として考えられるものは以下の 5点である。
1）取水量に対する放水量が少なく、全体的に河川水量が低い。
2）水質の低い支流との合流がある。
3）油、汚泥、汚濁水の流出事故が発生している。
4）護岸整備等による河川本来の自浄作用が低下している。
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5）下水処理水（水質が不十分）が中流域での水源のほとんどを占めている。
このひとつひとつに対策をすることが水質向上にはつながるものの、水量や護岸整備などの
現状はすぐに変えられるものではない。多摩川は都民の重要な取水源であるばかりでなく、そ
の広大な河川空間は、過密した市街地の近郊に広がる貴重な市民のオアシスである。2006 年の
利用人口増加に伴う水質低下の実例からも、多摩川を利用する数多くの市民のモラル改革が大
きな課題のひとつと考えられる。
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